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前 文  

 

手 話 は 言 語 で あ る 。  

 手 話 は 物 の 名 称 や 自 ら の 意 思 を 手 や 指 の 動 き 、 表 情 等 に よ り

視 覚 的 に 表 現 す る も の で あ る 。  

手 話 は 、 聴 覚 障 害 者 が 心 豊 か な 日 常 生 活 を 営 み 、 第 三 者 と の

意 思 疎 通 を 図 る た め 長 年 に わ た っ て 大 切 に 育 ん で き た 言 語 で あ

る 。  

言 語 は 人 々 が 交 流 し 、 お 互 い の 気 持 ち を 尊 重 、 理 解 す る 上 で

必 要 な も の で あ り 、 さ ら に は 、 知 識 の 蓄 積 や 文 化 ・ 芸 術 の 創 造

に 大 き く 関 わ っ て き た 。  

ま た 、 音 声 言 語 の み な ら ず 、 手 話 に よ る 非 音 声 言 語 も 、 人 類

の 発 展 に 大 き く 寄 与 し て き た も の で あ る 。  

こ れ ま で 手 話 は 言 語 と し て 認 め ら れ て い な か っ た た め 、 手 話

に よ る 教 育 や 環 境 が 整 備 さ れ ず 、 聴 覚 障 害 者 は 必 要 な 情 報 を 得

る こ と や 意 思 疎 通 を 図 る こ と が 難 し く 、 日 常 生 活 や 社 会 生 活 の

中 で 不 便 と 不 安 を 抱 え 生 活 し て き た 。  

ま た 、 聴 覚 障 害 者 は 災 害 時 に お い て 耳 か ら 情 報 を 得 る こ と が

困 難 で あ る た め 、 情 報 の 可 視 化 や 、 現 場 で 迅 速 に 情 報 の 送 受 が

出 来 る 体 制 を 確 立 さ せ て い く こ と が 課 題 と な っ て い る 。  

 こ こ に わ た し た ち 市 民 等 は 、 手 話 が 言 語 で あ る こ と へ の 理 解

の 普 及 に 努 め る と と も に 、 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 、 全 て の 市

民 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 円 滑 に 行 わ れ 、 お 互 い を 理 解 し 合

い 、 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社 会 を 実 現 す る た め 、 こ

の 条 例 を 制 定 す る 。  
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《 趣 旨 》  

 前 文 の 第 １ 段 落 に お い て 、 手 話 は 言 語 で あ る と 明 記 し て い ま す 。  

 第 ２ ・ ３ 段 落 で 、 手 話 に つ い て の 説 明 を し て お り 、 日 本 語 と 同

様 に 、 手 話 も 言 語 で あ る と の 認 識 を 示 し て い ま す 。  

第 ４ ・ ５ 段 落 で は 、 言 語 は 情 報 の 伝 達 や 人 類 の 文 化 ・ 発 展 の た

め に 必 要 不 可 欠 で あ る こ と を 示 し 、 手 話 も 言 語 同 様 に 文 化 に 大 き

く 寄 与 し て い る こ と を 表 し て い ま す 。  

第 ６ 段 落 で は 、 １ ９ 世 紀 に 口 話 法 が 優 位 で あ る と 宣 言 さ れ て 以

来 、 手 話 は 言 語 と し て 認 め ら れ な か っ た 歴 史 が あ る こ と を 表 し て

い ま す 。  

そ の 長 い １ ０ ０ 年 も の 間 、 平 成 １ ８ 年 の 国 際 連 合 総 会 ま で 障 害

者 の 権 利 に 関 す る 条 約 第 ２ 条 に 、 「 言 語 と は 音 声 言 語 及 び 手 話 そ

の 他 の 非 音 声 言 語 を い う 」 と 定 義 さ れ る ま で 認 め ら れ ず に い ま し

た 。  

わ が 国 で も 平 成 ２ ３ 年 に 障 害 者 基 本 法 第 ３ 条 第 ３ 号 に お い て

「 全 て の 障 害 者 は 、 可 能 な 限 り 、 言 語 （ 手 話 を 含 む 。 ） そ の 他 の

意 思 疎 通 の た め の 手 段 に つ い て の 選 択 の 機 会 が 図 ら れ る こ と 」 と

規 定 さ れ 、 平 成 ２ ８ 年 に は 「 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進

に 関 す る 法 律 （ 平 成 ２ ５ 年 法 律 第 ６ ５ 号 。 以 下 「 障 害 者 差 別 解 消

法 」 と い う 。 ） 」 が 成 立 さ れ る と 同 時 に 、 千 葉 県 で も 「 千 葉 県 手

話 言 語 等 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ２ ８ 年 千 葉 県 条 例 第 ４

９ 号 。 以 下 「 県 条 例 」 と い う 。 ） 」 が 制 定 さ れ ま し た 。  

第 ７ ・ ８ 段 落 で は 、 災 害 時 に お け る 聴 覚 障 害 者 の 実 態 に つ い て 、

避 難 命 令 や 配 給 情 報 等 の ア ナ ウ ン ス が さ れ て も 音 声 情 報 を 得 る こ

と が 出 来 ま せ ん 。  

よ っ て 、 情 報 の 可 視 化 や 迅 速 な 情 報 の 収 受 が 出 来 な い こ と か ら

命 取 り に な る と も 限 り ま せ ん 。 そ の た め 、 情 報 弱 者 と な ら な い よ

う 体 制 を 確 立 し 、 自 助 力 に つ い て も 身 に 着 け て い た だ く よ う 表 し

て い ま す 。  

 第 ９ 段 落 で は 、 本 条 例 に お い て 目 的 と す べ き こ と を 明 ら か に し 、

障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 、 意 志 疎 通 が 可 能 な 共 生 社 会 の 実 現 を 目

指 し て い ま す 。  
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全 国  

 

平 成 １ ８ 年  

国 際 連 合 総 会 に て  

障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約  

 

平 成 ２ ３ 年  

障 害 者 基 本 法  

 

平 成 ２ ８ 年  

障 害 者 差 別 解 消 法  

千 葉 県                

 

平 成 １ ８ 年   

障 害 の あ る 人 も な い 人 も 共 に 暮 ら

し や す い 千 葉 県 づ く り 条 例  

 

平 成 ２ ８ 年  

千 葉 県 手 話 言 語 等 の 普 及 の 促 進

に 関 す る 条 例  

千 葉 県 で は 、 平 成 ２ ８ 年 に 県 条 例 が 制 定 さ れ 、 す で に 県 に お い

て 条 例 が 施 行 さ れ て い ま す が 、 今 後 本 市 に お い て も 、 手 話 の 普 及

や 理 解 、 必 要 な 情 報 の 環 境 を 整 備 し 社 会 的 障 壁 の 除 去 を 図 り 、 市

民 一 人 ひ と り に 啓 発 し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え 前 文 に 明 記

し ま し た 。  

 

 

【 障 害 者 に 関 す る そ の 他 法 律 の 経 過 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 参 考  

 

障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 （ 平 成 ２ ６ 年 条 約 第 １ 号 ）  

第 ２ 条  定 義  

 こ の 条 約 の 適 用 上 、  

「 意 志 疎 通 」 と は 、 言 語 、 文 字 の 表 示 、 点 字 、 触 覚 を 使 っ た 意 思 相

通 、 拡 大 文 字 、 利 用 し や す い マ ル チ メ デ ィ ア 並 び に 筆 記 、 音 声 、 平

易 な 言 葉 、 朗 読 そ の 他 の 補 助 的 及 び 代 替 的 な 意 志 疎 通 の 形 態 、 手 段

及 び 様 式 （ 利 用 し や す い 情 報 通 信 機 器 を 含 む 。 ） を い う 。  

 「 言 語 」 と は 、 音 声 言 語 及 び 手 話 そ の 他 の 非 音 声 言 語 を い う 。  
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障 害 者 基 本 法 （ 昭 和 ４ ５ 年 法 律 第 ８ ４ 号 ）  

（ 地 域 社 会 に お け る 共 生 等 ）  

第 ３ 条  第 １ 条 に お け る 社 会 の 実 現 は 、 全 て の 障 害 者 が 、 障 害 で な

い 者 と 等 し く 、 基 本 的 人 権 を 享 有 す る 個 人 と し て そ の 尊 厳 が 重 ん ぜ

ら れ 、 そ の 尊 厳 に ふ さ わ し い 生 活 を 保 障 さ れ る 権 利 を 有 す る こ と を

前 提 と し つ つ 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 旨 と し て 図 ら れ な け れ ば な ら な い 。  

１  全 て 障 害 者 は 社 会 を 構 成 す る 一 員 と し て 社 会 、 経 済 、 文 化 そ の

他 あ ら ゆ る 分 野 の 活 動 に 参 加 す る 機 会 が 確 保 さ れ る こ と 。  

２  全 て 障 害 者 は 、 可 能 な 限 り 、 ど こ で 誰 と 生 活 す る か に つ い て の

選 択 の 機 会 が 確 保 さ れ 、 地 域 社 会 に お い て 他 の 人 々 と 共 生 す る こ

と を 妨 げ ら れ な い こ と 。  

３  全 て 障 害 者 は 、 可 能 な 限 り 、 言 語 （ 手 話 を 含 む 。 ） そ の 他 の 意

志 疎 通 の た め の 手 段 に つ い て の 選 択 の 機 会 が 確 保 さ れ る と と も に 、

情 報 の 取 得 又 は 利 用 の た め の 手 段 に つ い て の 選 択 の 機 会 の 拡 大 が

図 ら れ る こ と 。  

 

 

 

障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ２ ５ 年 法

律 第 ６ ５ 号 ）  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 法 律 は 、 障 害 者 基 本 法 （ 昭 和 ４ ５ 年 法 律 第 ８ ４ 号 ） の

基 本 的 な 理 念 に の っ と り 、 全 て の 障 害 者 が 、 障 害 で な い 者 と 等 し

く 、 基 本 的 人 権 を 享 有 す る 個 人 と し て そ の 尊 厳 が 重 ん ぜ ら れ 、 そ

の 尊 厳 に ふ さ わ し い 生 活 を 保 障 さ れ る 権 利 を 有 す る こ と を 踏 ま え 、

障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 、

行 政 機 関 及 び 事 業 者 に お け る 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 を 推 進

し 、 も っ て 全 て の 国 民 が 、 障 害 の 有 無 に よ っ て 分 け 隔 て ら れ る こ

と な く 、 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い な が ら 共 生 す る 社 会 の 実

現 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  
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（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 手 話 が 言 語 で あ る と の 認 識 に 基 づ き 、 手 話

に 関 す る 基 本 理 念 を 定 め 、 市 の 責 務 及 び 市 民 等 の 役 割 を 明 ら か

に す る と と も に 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 推 進 す る こ と に

よ り 、 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 市 民 等 が 分 か ち 合 う こ と が で き

る 地 域 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

 

《 趣 旨 》  

 本 条 例 の 内 容 を 総 括 的 に 示 す と と も に 、 条 例 の 目 的 を 定 め て い

ま す 。  

手 話 が 言 語 で あ る こ と を 認 識 し 基 本 理 念 を 定 め 、 市 の 責 務 及 び

市 民 の 役 割 を 明 ら か に し な が ら 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る こ

と に よ り 、 社 会 的 障 壁 を 取 り 除 き 障 害 の 有 無 に 関 わ ら ず 市 民 が 相

互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い 、 と も に 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社

会 を 目 指 し ま す 。  

 

《 説 明 》  

手 話 は 言 語 で あ る と の 認 識 の も と に 、 目 的 を 障 害 の 有 無 に か か

わ ら ず と 規 定 し 、 と り わ け 「 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総

合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 １ ７ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 。 以 下

「 障 害 者 総 合 支 援 法 」 と い う 。 ） 」 に 規 定 し て い る 障 害 者 の 定 義

を 設 け て は い ま せ ん 。 よ っ て 、 障 害 者 手 帳 の 要 件 に 該 当 し て い る

か は 問 わ ず 、 聴 覚 に 障 害 が あ り 手 話 を 言 語 と し て 日 常 生 活 又 は 社

会 生 活 を 営 む 者 、 手 話 を 第 １ 言 語 と し て 使 用 し て い る ろ う 者 は も

ち ろ ん 、 中 途 失 聴 者 や 難 聴 者 で 会 話 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

困 難 で 手 話 を 使 用 し て い る 者 を 含 め て い ま す 。  
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（ 基 本 理 念 ）  

第 ２ 条  手 話 に 関 す る 普 及 の 促 進 は 、 手 話 を 必 要 と す る 市 民 等 が

手 話 を 言 語 と し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 権 利 を 有 す る こ と

を 理 解 し 、 手 話 を 通 じ て 全 て の 市 民 等 が 互 い に 尊 重 し 合 う こ と

を 基 本 と し て 行 う も の と す る 。  

 

 

《 趣 旨 》  

本 条 は 手 話 に 関 す る 基 本 理 念 を 定 め て い ま す 。  

手 話 は 言 語 と 同 様 で あ る と の 認 識 の も と 、 独 自 の 言 語 体 系 を 有

す る 文 化 的 所 産 で あ る こ と を 理 解 し な が ら 、 意 志 疎 通 を 図 り 互 い

に 尊 重 す る こ と と し て い ま す 。  

生 ま れ な が ら に 聴 覚 に 障 害 の あ る 者 、 中 途 失 聴 者 、 難 聴 者 が お

り 、 そ れ ぞ れ の 障 害 の 特 性 に 応 じ て 他 の 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 図 り 、 情 報 の 送 受 に つ い て 確 保 さ れ る 必 要 が あ り ま す 。  

 

《 説 明 》  

≪ 手 話 に つ い て ≫  

 手 話 は 手 や 指 の 動 き 、 表 情 を 使 い 視 覚 的 に 表 現 す る も の で 、 音

声 言 語 で あ る 日 本 語 と 同 様 に ひ と つ の 言 語 で す 。  

手 話 は 日 本 語 の 代 替 物 で は な く 独 自 の 言 語 と し て 、 手 話 を 必 要

と す る 方 が 自 分 ら し く 生 き て い く う え で 社 会 生 活 上 必 要 な も の で

す 。  

 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 第 ２ 条 に お い て 、 手 話 は 言 語 で あ る

と 定 義 さ れ 、 平 成 ２ ３ 年 ８ 月 に 改 正 さ れ た 障 害 者 基 本 法 に お い て

も 、 第 ３ 条 に 言 語 に は 手 話 を 含 む と 明 記 さ れ ま し た 。 平 成 ２ ８ 年

４ 月 よ り 障 害 者 差 別 解 消 法 が 施 行 さ れ 、 障 害 者 に 対 す る 不 当 な 差

別 的 取 り 扱 い の 禁 止 や 合 理 的 配 慮 の 提 供 が 行 政 機 関 に 義 務 付 け ら

れ る な ど 、 手 話 へ の 理 解 促 進 や 手 話 を 使 い や す い 環 境 整 備 等 へ の

取 り 組 み が 求 め ら れ て い ま す 。  
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≪ 手 話 を 必 要 と す る 市 民 等 ≫  

 手 話 を 必 要 と す る 市 民 等 と は 、 聴 覚 な ど に 障 害 が あ っ た り 、 発

音 ・ 発 声 が 困 難 な 方 や 、 音 声 日 本 語 を 獲 得 し 理 解 す る こ と が 困 難

な 方 を 指 し ま す 。  

 一 般 的 に は 、 言 語 獲 得 以 前 か ら 重 度 の 聴 覚 障 害 が あ り 、 音 声 言

語 の 自 然 な 獲 得 が 困 難 で あ っ た 方 は 「 ろ う 者 」 、 中 途 で 耳 が 聞 こ

え な く な っ た 方 は 「 中 途 失 聴 者 」 、 先 天 性 か 中 途 か に 関 わ ら ず 、

聞 こ え に く い も の の 聴 力 が 残 存 し て い る 方 は 「 難 聴 者 」 と 呼 ば れ

て い ま す 。  

 使 用 す る 手 話 の 傾 向 と し て 、 ろ う 者 は 日 本 手 話 を 第 １ 言 語 と し

て 使 用 し 、 音 声 言 語 習 得 後 に 失 聴 し た 中 途 失 聴 者 や 音 声 言 語 獲 得

可 能 な 難 聴 者 は 、 す で に 習 得 し て い る 音 声 言 語 を 視 覚 で 認 識 す る

た め に 、 日 本 語 対 応 手 話 を 使 用 す る 傾 向 が あ り ま す 。  

 

≪ 日 本 手 話 と 日 本 語 対 応 手 話 に つ い て ≫  

①  日 本 手 話  

音 声 言 語 で あ る 日 本 語 と は 異 な る 独 自 の 語 彙 、 文 法 等 の 言

語 体 系 を 有 す る ひ と つ の 言 語 で あ り 、 ろ う 者 の 交 流 の 中 で 生

ま れ 、 ろ う 者 集 団 に お い て 継 承 さ れ て き た 自 然 言 語 。  

②  日 本 語 対 応 手 話  

日 本 語 の 文 法 に の っ と り 、 手 話 の 単 語 を 日 本 語 の 語 順 の ま

ま に 表 し 、 日 本 語 を 視 覚 的 に 認 識 で き る よ う に し た も の で す 。

手 指 や 表 情 、 口 の 形 な ど 、 視 覚 ・ 身 振 り に 基 づ い た 手 話 の 表

現 形 式 を 用 い て お り 、 日 本 語 の 文 法 が 基 本 と な っ て い ま す 。  
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県 の 責 務  

・ 社 会 的 障 壁 の 除 去  

・ 日 常 生 活 上 の 合 理 的 配 慮  

・ 手 話 の 普 及 と 促 進  

・ 手 話 を 使 用 す る 者 と の 連 携  

・ 県 民 の 理 解 の 促 進  

 

市 の 責 務  

・ 手 話 言 語 へ の 理 解 と 促 進  

・ 施 策 の 推 進  

 

 

 

 

 

市 町 村 の 役 割  

市 町 村 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 と 連 携 し 、 聴 覚 障 害 者 の 社 会 的 障

壁 の 除 去 に つ い て 」 、 聴 覚 障 害 者 が 障 害 の な い 者 と 実 質 的 に 同 等 の 日 常

生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む た め に 必 要 か つ 合 理 的 配 慮 を 行 い 、 手 話 の 普 及

の 促 進 及 び 手 話 を 使 い や す い 環 境 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

（ 市 の 責 務 ）  

第 ３ 条  市 は 、 前 条 に 規 定 す る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い

う 。 ） に 基 づ き 、 手 話 へ の 理 解 及 び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 と

し て の 普 及 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る も の と す る 。  

 

 

《 趣 旨 》  

本 条 は 市 の 責 務 を 定 め た も の で す 。  

 市 は 手 話 を 必 要 と し て い る 市 民 の 障 害 特 性 に つ い て 正 し く 理 解

を 広 げ る と と も に 、 手 話 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 が 行 え る

よ う 施 策 の 普 及 に 努 め る も の と し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         国 ・ 市 町 村 ・ そ の 他 関 係 機 関 と 連 携  

         県 の 条 項 で は 、 市 町 村 の 役 割 に つ い て  

 

○ 参 考  「 県 条 例 第 ５ 条 よ り 抜 粋 」  
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○ 参 考  

 

 

障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ２ ５ 年 法 律

第 ６ ５ 号 ）  

（ 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に つ い て の 必 要 か つ 合 理 的 な 配 慮 に 関 す

る 環 境 の 整 備 ）  

第 ５ 条  行 政 機 関 等 及 び 事 業 者 は 、 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に つ い

て の 必 要 か つ 合 理 的 な 配 慮 を 的 確 に 行 う た め 、 自 ら 設 置 す る 施 設

の 構 造 の 改 善 及 び 施 設 の 整 備 、 関 係 職 員 に 対 す る 研 修 そ の 他 の 必

要 な 環 境 の 整 備 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

第 ７ 条  行 政 機 関 等 は 、 そ の 事 務 又 は 事 業 を 行 う に 当 た り 、 障 害 を

理 由 と し て 障 害 者 で な い 者 と 不 当 な 差 別 的 取 り 扱 い を す る こ と に

よ り 、 障 害 者 の 権 利 利 益 を 侵 害 し て は な ら な い 。  

２  行 政 機 関 等 は 、 そ の 事 務 又 は 事 業 を 行 う に 当 た り 、 障 害 者 か ら

現 に 社 会 的 障 壁 の 除 去 を 必 要 と し て い る 旨 の 意 思 の 表 明 が あ っ た

場 合 に お い て 、 そ の 実 施 に 伴 う 負 担 が 過 重 で な い と き は 、 障 害 者

の 権 利 利 益 を 侵 害 す る こ と と な ら な い よ う 、 当 該 障 害 者 の 性 別 、

年 齢 及 び 障 害 の 状 態 に 応 じ て 、 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に つ い て

必 要 か つ 合 理 的 な 配 慮 を し な け れ ば な ら な い 。  
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（ 市 民 等 の 役 割 ）  

第 ４ 条  市 民 等 は 、 基 本 理 念 へ の 理 解 を 深 め 、 市 が 推 進 す る 施 策

に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

 

《 趣 旨 》  

 本 条 は 市 民 等 が 担 う べ き 役 割 に つ い て 定 め て い ま す 。    

 市 民 等 に つ い て 、 流 山 市 自 治 基 本 条 例 （ 平 成 ２ １ 年 流 山 市 条 例

第 １ 号 ） 第 ３ 条 ２ 号 で は 、 市 民 等 に つ い て 市 民 並 び に 市 内 で 働 く

者 及 び 就 学 す る 者 並 び に 市 内 の 自 治 会 、 N P O 及 び 事 業 所 を 指 し

て い ま す 。 市 は 手 話 を 必 要 と し て い る 市 民 に 正 し い 理 解 を 深 め て

い く こ と と し 、 市 が そ の た め に 推 進 す る 施 策 に 協 力 す る こ と を 求

め て い ま す 。  

 ま た 、 事 業 所 に つ い て は 障 害 者 差 別 解 消 法 に よ り 、 合 理 的 配 慮

の 提 供 義 務 を 負 う も の と な っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

       

県 は 事 業 所 の 役 割 を 定 義       市は事業所の役割を市民等として定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 民 の 役 割  

・ 手 話 及 び 聴 覚 障 害 へ の 理 解  

・ 手 話 等 の 普 及 の 促 進 に 協 力  

 

 

市 民 等 の 役 割  

・ 手 話 を 必 要 と す る 権 利 を 有 す る

こ と を 理 解  

・ 手 話 を 通 じ て す べ て の 市 民 が 互

い に 人 格 を 尊 重  

事 業 所 の 役 割  

・ 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と

り 、 聴 覚 障 害 者 に 対 し て サ ー ビ ス

を 提 供 す る と き 又 は 聴 覚 障 害 者 を

雇 用 す る と き は 、 手 話 等 の 使 用 に

関 し て 配 慮 す る よ う 努 め る も の と

す る 。  

 

事 業 所 の 役 割  

・ 自 治 基 本 条 例 に よ り 事 業 者 は 、

市 民 に 含 む も の と 解 さ れ て い る 。  

 そ の た め 、 特 に 規 定 は し て い な

い 。  
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《 説 明 》  

 本 市 に お い て 、 実 際 の と こ ろ 手 話 の 利 用 の 機 会 が 十 分 に 確 保 さ

れ て い る と は い え ず 、 地 域 社 会 で 暮 ら す 人 の 中 に も 障 害 の あ る 人

と な い 人 が 関 係 づ く り を す る 場 が 少 な く 日 常 時 に 困 難 を き た し て

い ま す 。  

 こ う し た 聴 覚 障 害 の 特 性 に よ る 手 話 を 用 い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 実 現 す る に は 、 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 の 理 念 を 広 く 市 民

等 が 共 有 す る 理 解 が 必 要 と な り ま す 。  

 

 

○ 参 考  

 

流 山 市 自 治 基 本 条 例 （ 定 義 ）  

 第 ３ 条 ２ 号  市 民 等  市 民 並 び に 市 内 で 働 く 者 及 び 就 学 す る 者 並

び に 市 内 の 自 治 会 、 N P O 及 び 事 業 者 を い い ま す 。  

 

 

障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ２ ５ 年 法 律

第 ６ ５ 号 ）  

（ 事 業 者 に お け る 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 禁 止 ）  

第 ８ 条  事 業 者 は 、 そ の 事 業 を 行 う に 当 た り 、 障 害 を 理 由 と し て 障

害 者 で な い 者 と 不 当 な 差 別 的 取 り 扱 い を す る こ と に よ り 、 障 害 者

の 権 利 利 益 を 侵 害 し て は な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 そ の 事 業 を 行 う に 当 た り 、 障 害 者 か ら 現 に 社 会 的 障

壁 の 除 去 を 必 要 と し て い る 旨 の 意 思 の 表 示 が あ っ た 場 合 に お い

て 、 そ の 実 施 に 伴 う 負 担 が 過 重 で な い と き は 、 障 害 者 の 権 利 利 益

を 侵 害 す る こ と と な ら な い よ う 、 当 該 障 害 者 の 性 別 、 年 齢 及 び 障

害 の 状 態 に 応 じ て 、 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に つ い て 必 要 か つ 合

理 的 な 配 慮 を す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。   
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（ 県 と の 連 携 及 び 協 力 ）  

第 ５ 条  市 は 、 こ の 条 例 の 目 的 及 び 基 本 理 念 に 対 す る 市 民 等 の 理

解 の 促 進 並 び に 手 話 の 普 及 及 び 環 境 整 備 に 当 た っ て は 、 千 葉 県

と 連 携 し 、 及 び 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

 

《 趣 旨 》  

 県 条 例 第 ４ 条 に お い て 本 条 は 県 に お け る 市 町 村 と の 役 割 に つ い

て 定 め て い ま す 。  

 市 は 障 害 者 総 合 法 に よ り 、 地 域 生 活 支 援 事 業 と し て 、 聴 覚 障 害

者 等 に 対 す る 情 報 保 障 を も と に 意 思 疎 通 支 援 事 業 と し て 、 市 窓 口

に 手 話 通 訳 者 を 配 置 し 、 現 場 に は 手 話 通 訳 者 や 要 約 筆 記 者 の 派 遣

を 行 っ て い ま す 。  

 聴 覚 に 障 害 の あ る 人 と な い 人 が と も に 生 き て い く た め に 、 障 害

者 差 別 解 消 法 に よ り 、 行 政 機 関 に お い て は 合 理 的 配 慮 の 提 供 に 関

し て 法 的 義 務 が 課 せ ら れ て い ま す 。  

 

《 説 明 》  

県 条 例 第 ４ 条 に あ る よ う に 社 会 的 障 壁 の 除 去 を 必 要 と す る 場 合

や 社 会 生 活 を 営 む た め に 必 要 な 合 理 的 配 慮 に つ い て は 県 と 協 力 し

な が ら 行 う こ と を 規 定 し 、 手 話 を 用 い や す い 環 境 の 整 備 等 に 当 た

っ て も 県 と の 連 携 が 重 要 と な っ て く る こ と か ら 、 市 の 責 務 を 遂 行

す る う え で 、 県 と の 連 携 を 深 め 、 協 力 し て 推 進 し て い く よ う 努 め

る こ と と し て い ま す 。  

 ま た 、 環 境 整 備 に 当 た っ て は 意 思 疎 通 支 援 事 業 （ 手 話 通 訳 者 ・

要 約 筆 記 者 の 派 遣 、 手 話 通 訳 者 の 設 置 ） を 実 施 し て い ま す 。  
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（ 施 策 の 推 進 ）  

第 ６ 条  市 は 、 次 に 揚 げ る 施 策 を 総 合 的 に 推 進 し な け れ ば な ら な

い 。  

（ １ ） 手 話 に 対 す る 理 解 及 び 手 話 の 普 及 を 促 進 す る た め の 施 策  

（ ２ ） 手 話 に よ る 情 報 の 取 得 及 び 共 有 の 機 会 の 拡 充  

（ ３ ） 手 話 に よ る 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る 環 境 構 築  

の た め の 施 策  

（ ４ ） 学 校 に お け る 手 話 へ の 理 解 及 び 手 話 の 普 及 を 図 る た め の  

施 策  

（ ５ ） 災 害 時 に お け る 情 報 の 提 供 及 び 意 志 疎 通 の 支 援 に 関 す る  

施 策  

（ ６ ） そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 施 策  

２  市 は 施 策 の 見 直 し に 当 た っ て は 、 障 害 者 関 係 団 体 等 か ら 意  

見 を 聴 く よ う 努 め る も の と す る 。  

 

 

《 趣 旨 》  

本 条 は 、 手 話 に 関 す る 施 策 の 実 効 性 を 確 保 し 、 総 合 的 に 実 行 す

る た め の 推 進 を 定 め た も の で す 。  

 市 は 施 策 に つ い て 、 障 害 者 基 本 法 第 １ １ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る も

の 及 び 障 害 者 総 合 支 援 法 第 ８ ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る も の に つ い て 、

別 に 定 め る 障 害 者 に 関 す る 計 画 を 参 考 に 総 合 的 に 行 っ て い く も の

と し ま す 。  

 

《 説 明 》  

 ま た 、 施 策 の 見 直 し に つ い て は 、 障 害 者 、 障 害 者 関 係 団 体 等 か

ら 広 く 意 見 を 聴 く も の と し て お り 、 限 ら れ た 団 体 の み で は な く 、

手 話 を 必 要 と し て い る 者 を 対 象 に 広 く 聴 取 す る 姿 勢 を 取 る た め 、

特 に 協 議 会 等 の 組 織 は 置 か な い も の と し ま す 。  

聴 取 方 法 に つ い て は 、 ア ン ケ ー ト の 実 施 や パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト

な ど を 予 定 し 、 施 策 の 推 進 に 反 映 さ せ て ま い り ま す 。  
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≪ 施 策 の 推 進 ≫  

 

意  見  の  聴  取  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状 況 に よ り 施 策 の 推 進 を 変 更 ・ 追 加 な ど し て い き ま す 。  

  

施 策 の 推 進  

・ 手 話 に 対 す る 理 解 及 び 手 話 の 普 及

を 促 進 す る た め の 施 策 。  

・ 手 話 に よ る 情 報 の 取 得 及 び 共 有 の

機 会 の 拡 充 。  

・ 手 話 に よ る 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が で き る 環 境 構 築 の た め の 施

策  

・ 学 校 に お け る 手 話 へ の 理 解 及 び 手

話 の 普 及 を 図 る た め の 施 策  

・ 災 害 時 に お け る 情 報 の 提 供 及 び 意

志 疎 通 の 支 援 に 関 す る 施 策  

・ そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 施 策 。  

 

計 画 の 策 定  

 

・ 県 と の 連 携 及 び 協 力  

・ 第 ３ 期 流 山 市 地 域 福

祉 計 画  

・ 第 ５ 期 流 山 市 障 害 福

祉 計 画 及 び 第 １ 期 流

山 市 障 害 児 福 祉 計 画  
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（ 財 政 上 の 措 置 ）  

第 ７ 条  市 は 前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 施 策 を 推 進 す る た め に 必 要

な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

《 趣 旨 》  

 本 条 は 、 流 山 市 手 話 言 語 等 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 条 例 に 対 す る

施 策 を 推 進 す る た め に 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置 に つ い て 定 め た も の

で す 。  

 手 話 に 対 す る 理 解 及 び 普 及 促 進 並 び に 環 境 の 整 備 、 手 話 に 関 す

る 施 策 を 実 施 し て い く 上 で 、 一 定 の 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る 必 要 性

が あ り ま す 。  

 

《 説 明 》  

 予 算 措 置 に つ い て は 、 事 業 の 内 容 や 、 効 率 性 な ど を 検 討 し 、 財

政 状 況 を 踏 ま え て 、 予 算 措 置 を 講 ず る よ う 定 め 、 本 条 例 の 制 定 後

に お け る 啓 発 に 向 け た 取 り 組 み を 行 っ て い く 上 で 、 予 算 を 確 保 し

必 要 な 経 費 が 賄 え る よ う に し ま す 。  

 例 え ば 、 パ ン フ レ ッ ト の 作 成 や 必 要 に 応 じ て は 動 画 や S N S を

利 用 し た 配 信 サ ー ビ ス を 、 最 小 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 得 る こ と が

で き る よ う 手 話 の 普 及 の 促 進 が 行 え る よ う 予 算 を 要 望 し て い き ま

す 。  
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（ 委 任 ）  

第 ８ 条  こ の 条 例 の 施 行 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め

る 。  

 

 

《 趣 旨 》  

条 例 の 施 行 に 当 た っ て 必 要 な 事 項 が 生 じ た 際 に は 、 市 長 が 別 に

定 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

 

 


